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図 2 南関東地域で発生する地震のタイプ 

南関東地域で発生する地震の発生場所 

① 地殻内（北米プレートまたはフィリピン海プレート）

の浅い地震

② フィリピン海プレートと北米プレートの境界の地震

③ フィリピン海プレート内の地震

④ フィリピン海プレートと太平洋プレートの境界の地震

⑤ 太平洋プレート内の地震

⑥ フィリピン海プレート及び北米プレートと太平洋プレ

ートの境界の地震

図 1 関東周辺のプレート境界 
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図 4 本検討における浅部地盤モデル（50mメッシュ） 

（左図：震度増分（μ式）、右図：1855年安政江戸地震の再現計算による震度分布

と寺社・藩邸の被害分布を重ねたもの（首都直下 PJ、2012）（都司氏のデ

ータにより作成）） 

図 3 地形区分に関する資料の整理 

左図：1460年頃の江戸の水系（正井（1980）をもとに海岸・河川・池・湿地および台地をトレースし作成） 

中図：現在の地形（50ｍDEMより作成） 

右図：地質区分による微地形区分（産総研シームレス地質図を微地形に置き換えて作成、50mメッシュを使用） 
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想定場所
今回（2013年）検討での地震のタ

イプ
前回（2004年）検討での

地震のタイプ

都心南部直下 想定なし

都心東部直下

都心西部直下

千葉市直下

市原市直下

立川市直下

川崎市直下

東京湾直下 想定なし

羽田空港直下

成田空港直下

さいたま市直下

横浜市直下

茨城県南部 プレート境界の地震（Mw7.3)※１

茨城・埼玉県境 想定なし

東京湾北部 想定なし プレート境界の地震（Mw7.3)※１

多摩 想定なし プレート境界の地震（Mw7.3)※１

関東平野北西縁断層帯 活断層（Mw6.9） 活断層（Mw6.9）

立川断層帯 活断層(Mw7.1) 活断層（Mw7.0）

三浦半島断層群主部 活断層（Mw7.0） 活断層（Mw6.9）

伊勢原断層帯 活断層(Mw6.8） 活断層（Mw6.7）

神縄・国府津―松田断層帯 想定なし 活断層（Mw7.2）

西相模灘 地殻内の浅い地震（横ずれ断層型Mw7.3) 想定なし

19地震 18地震

大正関東地震タイプの地震 相模トラフ沿いの海溝型地震（Mw8.2※２）

元禄関東地震タイプの地震 相模トラフ沿いの海溝型地震（Mw8.5※２）

延宝房総沖地震タイプの地震 日本海溝沿いの海溝型地震（Mw8.5※２）

房総半島南東沖で想定されるタ
イプの地震

相模トラフ沿いの海溝型地震（不明）

４地震 ―

３地震（地震動は１ケース） ―

※１：この表において「プレート境界の地震」は、北米プレートとフィリピン海プレートの境界の地震をいう

※２：Ｍ8クラス及び最大クラスのモーメントマグニチュードは本検討会における津波断層モデルによるもの

M7クラス
の地震

地震の規模

地殻内の浅い地震（Mw6.6）

地殻内の浅い地震（Mw6.6）

検討対象の地震数（最大クラス）

フィリピン海プレート内の地震
（Mw7.3)

地殻内の浅い地震（Mw6.8)

プレート境界の地震（Mw7.3)※１

M8クラスの
海溝型地震

最大クラスの
地震・津波

地震の発生
場所が想定
が難しく、都
区部及び首
都地域の中
核都市等の
直下に想定
する地震

地震の発生
場所が想定
される地震

検討対象の地震数（M7クラス）

想定なし

検討対象の地震数（M８クラス）

最大クラスの津波
(西側モデル)
(中央モデル)
(東側モデル)

相模トラフ沿いの海溝型地震（Mw8.7※２) 想定なし

表 1 首都直下モデル検討会において検討対象とした地震について 
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 凡例 

・―：都区部のフィリピン海プレート内の地震

・―：都心部周辺のフィリピン海プレート内の地震

・ ：北米プレートとフィリピン海プレートの境界地震 

・―：地表断層が不明瞭な地殻内の地震 

・―：活断層の地震（地表断層が明瞭な地殻内の地震）
・―：西相模灘の地震

成田空港直下(Mw7.3)

茨城・埼玉県境(Mw7.3)

茨城県南部(Mw7.3)

羽田空港直下(Mw7.3)

横浜市直下(Mw6.8)

西相模灘(Mw7.3)

川崎市直下(Mw7.3)

都心東部直下(Mw7.3)

三浦半島断層群主部 
(Mw7.0)

千葉市直下(Mw7.3)

市原市直下(Mw7.3)

東京湾直下(Mw7.3) 

都心西部直下(Mw7.3)

都心南部直下(Mw7.3)

伊勢原断層帯 
(Mw6.8)

関東平野北西縁 
断層帯(Mw6.9)

立川断層帯 
(Mw7.1)

さいたま市直下(Mw6.8) 

立川市直下(Mw7.3) 

図９ 検討対象とする地震の断層位置 
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図 54 東京湾北部直下地震（プレート内）震度分布図 

図 10 首都直下の M7クラスの地震の震度分布（19地震） 

 

図 52 都心東部直下地震（プレート内）震度分布

図 

②都心東部直下地震(Mw7.3)

 

図 53 都心西部直下地震（プレート内）震度分布図 

③都心西部直下地震(Mw7.3) 

 

図 56 川崎市直下地震（プレート内）震度分布図 

⑦川崎市直下地震(Mw7.3) 

⑪さいたま市直下地震(Mw6.8) 

(Mw6.8) (Mw6.8) (Mw6.8) 

⑮関東平野北西縁断層帯の地震 

(Mw6.9)（前回の計算結果） 

⑲西相模灘の地震(Mw7.3) 

①都心南部直下地震(Mw7.3) 

⑥立川市直下地震(Mw7.3) 
 

図 59 成田空港直下地震（プレート内）震度分布

図 

⑩成田空港直下地震(Mw7.3) 

⑭茨城・埼玉県境地震(Mw7.3) 

⑱伊勢原断層帯の地震(Mw6.8) 

((Mw6.8) 

 

図 60 羽田空港直下地震（プレート内）震度分布図 

⑨羽田空港直下地震(Mw7.3) 

(Mw7.3) 

⑰三浦半島断層群主部の地震（Ｍｗ7.0）  

（（（（（（（（（(Mw7.0) 

⑤市原市直下地震(Mw7.3) 

⑬茨城県南部地震(Mw7.3) 

⑯立川断層帯の地震(Mw7.1) 

⑧東京湾直下地震(Mw7.3) 

図 55 千葉市直下地震（プレート内）震度分布図 

④千葉市直下地震(Mw7.3) 

⑫横浜市直下地震(Mw6.8) 
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（参考図）前回（2004年）東京湾北部地震の震度分布 
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図 11 都心南部直下地震（プレート内）の震度分布
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図 12 地殻内に一律にＭw6.8の震源を想定した場合の震度分布図 

  ・主に関東の平野部を対象範囲として、断層上端の深さを 5㎞もしくは地震基盤＋2

㎞より深い方とする) 
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図 13 フィリピン海のプレート内に一律にＭw7.3の震源を想定した場合の震度分布図 

・相模トラフの最大クラスの地震の震源断層域の内、フィリピン海プレート上端の深さが 15kmより深く、

フィリピン海プレートの厚さが 20km より厚い範囲にフィリピン海プレート内の地震を設定し直上の震度

を推計した 

プレート上面 15km 

プレート厚さ 
20km 

震度
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プレート厚さ 
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① 図 12と図 13の震度分布を重ねたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②上図にさらに図 10の 19ケースの震度を重ねた震度分布図 

図 14 首都直下のＭ７クラスの地震による震度分布を重ねた震度分布図 

上図：地殻内の一律Ｍｗ6.8（図 12）とフィリピン海プレート内一律にＭw7.3（図 13）の 

震度分布図を重ねたもの 

下図：上図に今回検討した 19ケースの震度分布図（図 10）を重ね合わせたもの 
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【参考図】ゆれやすさマップ（全国一律にＭｗ6.8の震源を想定した場合の震度分布） 

・山岳部も含めて全国を対象とし、断層上端の深さは４㎞固定とする 

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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図 16 1923 年大正関東地震の震度の再現計算 

図 都心部の震度の比較 

左図：再現計算による震度分布 

図 15 1923年大正関東地震の強震動断層モデル 

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図 17 1923年大正関東地震における震度 

（右：諸井・武村（2002）左：武村（2003）より作成） 
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図 18 1923年大正関東地震の津波断層モデル津波再現計算結果 

 

⑤津波高（満潮位を引いた津波高） 

 

⑥津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果） 

① 津波断層モデル ② 断層モデルによる上下地殻変動量 

④上下地殻変動量の比較（海岸線） 

（青線：観測、赤線：計算結果） 

 

③上下地殻変動量の比較 

 

Ｋ＝0.82 

κ＝1.91 

Mw=8.2 
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図 20 1703年元禄関東地震の震度分布 

・右図 宇佐美（2003）による元禄関東地震の震度分布 

・左図 内閣府（2013）[都司（2006）による皇居周辺の震度分布） 

 

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

図 19 1703年元禄関東地震の強震断層モデル（上図）と 

震度の再現計算（下図） 

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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図 21 1703年元禄関東地震の津波断層モデルと津波再現計算結果 

Ｋ＝0.96 

κ＝1.33 

⑤津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果） 

②津波断層モデルによる上下地殻 

変動量 

Mw=8.5 

① 津波断層モデル 

③上下地殻変動量の比較（青線：観測、赤線：計算結果） 
ターゲットは推定データ（ゼロ） 

④津波高（満潮位を引いた津波高） 
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最大クラスの地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 1677 年延宝房総沖地震の津波の再現計算

結果 

 

Mw=8.5 

① 津波断層モデル 

②津波断層モデルによる上下地殻変動量 

③津波高（満潮位を引いた津波高） 

④津波高さの比較（青線：痕跡高、赤線：計算結果） 

Ｋ＝1.05 

κ＝1.29 

津波の高さ（10m（茨城以南）・5m（福島以北）） 
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大正関東地震では破壊せずに 
元禄関東地震においてのみ 
破壊した領域 
【千葉県沖側の領域】 

大正関東地震・元禄関東地震で 
破壊した領域 
【相模湾側の領域】 

分岐断層 

最大クラスの津波波源域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

仮定した津波断層モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差分モデルの計算結果：海岸津波高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※50ｍメッシュ計算、津波高さには地殻変動量の沈降分は加算して表示 

千葉南東沖（差分モデル） 

津
波
高
さ

（
ｍ

）
 房総半島の南東沖で想定されるタイプの地震 

1923 年大正関東地震 
房総半島南東沖の地震 

（大正関東地震の際に 

破壊されていない領域） 

1703年元禄関東地震 

 

図 23 房総半島の南東沖で想定されるタイプの地震で仮定した津波断層モデルと 

それによる津波高 

 

津断層モデルによる上下の地殻変動 

大正関東地震及び元禄関東地震の震源断層域 
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図 24 相模トラフ沿いの最大クラスの地震の強震断層モデル 

 

 

図 25 最大クラスの津波断層モデル(３ケース) 

図 26 最大クラスの強震断層モデルと震度分布 

ケース１ 西側モデル 

(西側に大すべり域＋超大すべり域) 

ケース２ 中央モデル 

(西側に大すべり域＋超大すべり域) 

ケース３ 東側モデル 

(西側に大すべり域＋超大すべり域) 

震度

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下
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ケース２（中央モデル） 

図 27 最大クラスの津波断層モデルによる津波高 

ケース１（西側モデル） 

ケース３（東側モデル） 
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ケース１（西側モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース２ （中央モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース３（東側モデル） 

 

図 28 最大クラスの津波断層モデルによる上下変動量と 1923 年大正関東地震と

1703 年元禄関東地震における上下変動量の比較 
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南
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、

16
00

年
以
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図 32 首都直下 PJが検討した 5地震（首都直下 PJ、2012） 

 

表２ 首都直下 PJ（2012）による M7クラス地震の発生場所 

地震名1) 東京地震 茨城県南部の地震 龍ヶ崎地震 浦賀水道
千葉県東方沖

の地震
発生日時 1894年6月20日 1895年1月18日 1921年12月8日 1922年4月26日 1987年12月17日

Ｍｊ 7.0（宇津,1979) 7.2（宇津,1979) 7.0(宇津,1979) 6.8（宇津,1979) 6.7

Ｍｗ
6.0-6.3

(勝間田ほか,1999)
6.4(勝間田,2000) 6.5(勝間田,1988)

最大震度 Ⅵ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ

震央 東京湾北部 霞ヶ浦北部
霞ヶ浦西方

研究者により異なる
浦賀水道付近

研究者により異なる
房総半島沖

深度
S-P時間の読取り差
から研究者で相違

80km程度と推定 53km程度と推定 53km程度と決定 50km程度

発震機構 － － 横ずれ型
横ずれ型又は

正断層型
垂直な断層面
の右横ずれ型

震度分布 同心円状
東北太平洋岸の
「異常震域」

同心円状
異常震域は

認められない
余震分布 PHSプレート内
地震の PHS内又はPAC上面 PAC内 PHS内 PHS内 PHS内

発生場所 ③ or④ ⑤ ③ ③ ③
結果の

信頼性2） C B A B A

発生場所
の根拠

・震度分布から
　PAC内ではない

・深度
・異常震域を示す
　震度分布

・震度分布
・メカニズム

・深度
・メカニズム
・震度分布

・余震分布
・メカニズム

1)地震名 地震の名称は理科年表（平成25年）による
2)信頼性 A:信頼性が高く、ほぼ間違いないと考えられる。

B：信頼性は中程度で、今後のデータ追加により発生場所が変わる可能性を否定できない。

C:信頼性は低く、類型化の精度向上にさらなるデータ解析を要する。
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表
３
 

検
討
対
象
と
す
る
べ
き
地
震
（
M7

ク
ラ
ス
の

首
都
直
下
地
震
お
よ
び
海
溝
型
地
震
）

首
都
直
下
の

M7
ク
ラ
ス
の
地
震
 

今
後
、
複
数
回
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

M７
ク
ラ
ス
の
地
震
と
し
て
以

下
の
地
震
を
想
定
 

①
都
区
部
及
び
首
都
地
域
の
中
核
都
市
等
の
直
下
に
想
定
す
る
地
震

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
部

の
地
震
（

Mw
7.
3）

（
10

地
震
）

○
地
表
断
層
が
不
明
瞭
な
地
殻
内

の
地
震
（

Mw
6.
8）

（
2
地
震
）

②
北
米
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境
界
の

地
震
（
Mw
7.
3
） 

（
２
地
震
）

③
主
要
な
活
断
層
に
想
定
す
る
地
震
（４
地
震
）

④
西
相
模
灘
（伊

豆
半
島
の
東
方
沖
）
に
想
定
す
る
地
震
（M

w
7.

3）

⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
（

Mw
7.
3）

及
び
地
表
断
層
が
不
明
瞭
な

地
殻
内
の
地
震
（
Mw
 6
.8
）
 の

震
度
を
重
ね
合
わ
せ
た
震
度
分
布

＞
こ
れ
ら

地
震
に
つ
い
て
は
、
発
生
場
所
の
特
定
は
困
難
で
あ
り
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
。
想
定
さ
れ
る
全
て

の
場
所
で
の
地
震
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
の
最
大
の
地
震
動
に
備
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
最
大
の
地

震
動
を
重
ね
合
わ
せ
た
震
度
分
布
を
作

成
し
た
。
 

海
溝
型
地
震
 

○
[大

正
関
東

地
震
タ
イ
プ
の

地
震
（
Mw
8.
2）

] 
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
海

プ
レ

ー
ト

上
面

） 

当
面
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い
が
、
今
後
百
年
先
頃
に
は
地
震
発
生
の
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

 

○
[延

宝
房
総
沖
地
震
タ
イ
プ
の
地
震

（
Mw
8.
5）

] 
（

太
平

洋
プ

レ
ー

ト
上

面
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
の
地
震
の
発
生
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
可
能
性

○
[房

総
半
島
南
東
沖
で
想
定
さ
れ
る

タ
イ
プ
の
地
震
（
Mw
？
）
]

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

海
プ

レ
ー

ト
上

面
）

 

発
生
の
可
能
性
が
指
摘
（
資
料
で
は
未
確
認
、
今
後
の
検
討
課
題
）

 

○
[元

禄
関
東
地
震
タ
イ
プ
の
地
震
も
し
く
は

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

]

20
00
年
か
ら

30
00
年
間
隔
で
発
生
（前

回
は

17
03
年
元
禄
関
東
地
震
）

（暫
く
の
と
こ
ろ
地
震
発
生
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
）
 

 
 
・
ケ
ー
ス
①
（
西
側
モ
デ
ル
）（

Mw
8.
7）

 

→
元
禄
関
東
地
震
（

Mw
8.
5）

は
こ
の
モ
デ
ル
相
当
 

 
 
・
ケ
ー
ス
②
（
中
央
モ
デ
ル
）（

Mw
8.
7）

 

 
 
・
ケ
ー
ス
③
（
東
側
モ
デ
ル
）
（
Mw
8.
7）
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凡
例

 

・
―

：
都
区
部
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
の
地
震

 

・
―

：
都
心
部
周
辺
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内
の
地
震

 
・
 

：
北
米
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境
界
地
震

 

・
―

：
地
表
断
層
が
不
明
瞭
な
地
殻
内
の
地
震

 

・
―

：
活
断
層
の
地
震
（
地
表
断
層
が
明
瞭
な
地
殻
内
の
地
震
）

 
・
―

：
西
相
模
灘
の
地
震

 

成
田

空
港

直
下

(
M
w
7
.
3
)
 

茨
城

・
埼

玉
県

境
(
M
w
7
.
3
)
 

茨
城

県
南

部
(
M
w
7
.
3
)
 

羽
田

空
港

直
下

(
M
w
7
.
3
)
 

横
浜

市
直

下
(
M
w
6
.
8
)
 

 

西
相

模
灘

(
M
w
7
.
3
)
 

川
崎

市
直

下
(
M
w
7
.
3
)
 

都
心
東
部

直
下
(
Mw
7
.
3
)
 

三
浦

半
島

断
層

群
主

部
 

(
M
w
7
.
0
)
 

千
葉

市
直

下
(
M
w
7
.
3
)
 

市
原

市
直

下
(
M
w
7
.
3
)
 

東
京

湾
直

下
(
M
w
7
.
3
)
 

 

都
心
西
部

直
下
(
Mw
7
.
3
)
 

都
心

南
部

直
下

(
M
w
7
.
3
)
 

伊
勢

原
断

層
帯

 
(
M
w
6
.
8
)
 

関
東

平
野

北
西

縁
 

断
層

帯
(
M
w
6
.
9
)
 

立
川

断
層

帯
 

(
M
w
7
.
1
)
 

さ
い

た
ま

市
直

下
(
M
w
6
.
8
)
 

 

立
川

市
直

下
(
M
w
7
.
3
)
 

 
 

 
 

 

 
 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 

：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

 
 

 

 
 

  

 
 

 

 

震
度

７ ６
強

６
弱

５
強

５
弱

４ ３
以

下

左
：

都
心
南
部
直
下
地
震
の
震
度
分
布
 

右
：

首
都
直
下
の
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
の
重
ね
合
わ

せ
た
震

度
分
布
 

地
殻

内
（
Ｍ
ｗ

6.
8）
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内

（
Mw
7.
3）

に
一
律

に
震
源

を
想

定
し

た
場
合

の
 

震
度

分
布
及
び

M7
ク
ラ
ス
の

19
地
震
の
震
度

分
布

を
重
ね

合
わ
せ

た
も
の
 

図
35
 

検
討
し
た
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
１

９
地
震
の
位
置
図
と
震

度
分
布
 

大
正
関
東
地
震
タ
イ
プ
の
地
震
 

延
宝
房
総
沖
地
震
タ
イ
プ
の
地
震
 

図
36
 
対
策
の
対
象
と
し
た

Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
海
溝
型
地
震

 

 

房
総
半
島
の
南
東
沖

で
想
定
さ
れ
る

タ
イ
プ

の
地
震

 

 
大
正
関
東
地
震
で
未
破
壊
の
領
域

を
震
源
域
と
す
る
地
震
を
想
定
 

―
 
大
正
関
東
地
震
タ
イ
プ
の
地
震

 

―
 
延
宝
房
総
沖
地
震
タ
イ
プ
の
地
震

 

―
 

房
総
半
島
の

南
東
沖
で
想
定
さ
れ
る
タ
イ
プ
地
震
 

各
地
震
に
よ
る
沿
岸
で
の

津
波
高
（
市
町
村
別
）
 

各
地
震
に
よ
る
沿
岸
で
の
津
波
高
 

（
太
平
洋
側
の
沿
岸

部
（
島
し
ょ
部
を
除
く

）（
５
０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
値

）
）
 

(
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